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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
18
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
の

す
べ
て
の
所
得
を
総
合
的
に
計
算
し
て
申

告
納
税
す
る
手
続
き
で
す
。

﹇
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
…
﹈

●
営
業
・
農
業
・
漁
業
な
ど
、
事
業
所
得

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

　
　

給
与
・
年
金
等
雑
所
得
な
ど
が
あ
る
場

合
に
は
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合

①
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る
方

②
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
方

③
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

④
給
与
、
資
金
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が
あ

り
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
な

い
方

⑤
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の

賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用
料
な
ど

の
支
払
い
を
受
け
た
方

●
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
方

　

２
ヵ
所
以
上
か
ら
公
的
年
金
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
や
所
得
が
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
の
み
の
方
で
、
こ
の
所
得
の

金
額
か
ら
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除

を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計

算
し
た
税
額
か
ら
定
率
減
税
額
を
差
し
引

い
て
残
額
の
あ
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
所
得
が
あ

る
方
は
、
同
時
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
地
や
建
物
を
売
却
さ
れ
た
方

　

譲
渡
所
得
に
は
、
特
別
控
除
や
買
換
・

交
換
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
特
例
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
例
に
必
要
な

一
定
の
書
類
を
添
付
し
た
場
合
に
だ
け
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
通
常
の
売
買
に
お
い
て

も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
譲
渡
申
告

に
つ
い
て
は
、
必
ず
税
務
署
に
よ
る
相

談
・
受
付
日
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

﹇
確
定
申
告
で
税
金
が
戻
る
方
…
﹈

●
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
な
ど

で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
方
は
、
還
付
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
還
付
申
告
は

申
告
受
付
日
以
前
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅

借
入
金
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

②
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
や
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

③
平
成
18
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
就
職

し
な
か
っ
た
方
で
、
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
方

　

平
成
18
年
中
に
、
親
族
や
兄
弟
な
ど
個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

●
土
地
・
家
屋
・
株
式
の
名
義
を
変
え
た
時

●
親
子
や
夫
婦
で
資
金
を
出
し
合
い
共
同

で
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
名
義
を
、
そ

の
負
担
割
合
に
し
な
か
っ
た
時
な
ど
も
、

贈
与
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
価
格
は
、
相
続

税
の
評
価
基
準
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
島
町
の
場
合
、
土
地
は
平
成
18

年
度
固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
倍
率
を
乗

じ
た
額
、
家
屋
は
平
成
18
年
度
固
定
資
産

税
の
評
価
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

所　

得　

税

贈　

与　

税

芝税務署による出張受付は、2月14日・15日・16日ですので、
申告の相談はこの期間をご利用ください。

申告期間は　2月14日～3月15日



受付日時 会　場

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
ま
で
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●主婦がパートで働いている場合、夫の所得税や住民税の計算で、
　パート年収と控除額の計算は…。

妻のパート年収と配偶者控除額等の関係（単位：円）

※なお、クダッチ老人福祉館及び間伏・込内文化会館
　での申告受付は行いませんのでご注意下さい。

消
費
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
…

●
基
準
期
間
（
前
々
年
分
）
の
課
税
売
上

高
が
１
，
０
０
０
万
を
超
え
る
事
業
者

●
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
た
事
業
者

　

消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
と
申
告
の
相

談
は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
と
同
時

に
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
大
島
町
に

住
ん
で
い
る
方
で
、

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

●
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
一
事
業
所
で

本
年
中
す
べ
て
の
給
与
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
支
払
い
に
対
す
る
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
方

　

以
外
の
方
は
住
民
税
申
告
を
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町
・
都
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
・
福
祉
年
金

芝税務署による確定申告受付日程

住民税申告受付1,030,001～
1,050,000～
1,100,000～
1,150,000～
1,200,000～
1,250,000～
1,300,000～
1,350,000～
1,400,000～
1,410,000～

380,000

0

0
380,000
360,000
310,000
260,000
210,000
160,000
110,000
60,000
30,000

0

2月14日（水）

2月15日（木）

2月16日（金）

3月 1日（木）

3月2日（金）

3月5日（月）

3月6日（火）

3月7日（水）

3月8日（木）

3月9日（金）

波浮港老人福祉館

差木地公民館

開発総合センター

野増出張所

北の山公民館

岡田コミュニティーセンター

泉津公民館

受付日時 会　場

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～12：00

差木地公民館

開発総合センター

パートの年収 配偶者
控　除

配偶者
特別控除

0～1,030,000
1,049,999
1,099,999
1,149,999
1,199,999
1,249,999
1,299,999
1,349,999
1,399,999
1,409,999

◆医療費控除による還付申告は、明細にまとめておきましょう。
◆初めての住宅借入金等特別控除は添付書類がありますので、お問い合わせください。
◆国民年金保険料等(国民年金保険料及び国民年金基金掛金)の社会保険料控除を受ける場合に
　ついては、その保険料等の支払いをした旨を証する書類の添付が必要です。

な
ど
の
支
給
に
あ
た
っ
て
、
大
切
な
基
礎

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
申
告
が

な
い
場
合
所
得
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
発

行
や
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な

ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
の
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に

は
2
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
が
、
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
で
も

該
当
す
る
方
は
、
必
ず
申
告
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
会
場
お
よ
び
役

場
税
務
課
で
必
要
書
類
・
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
申
告

個
人
事
業
者
の
消
費
税

　

〜
申
告
と
納
税
は

　
　
　

3
月
31
日
ま
で
に
〜
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大
島
町
の
家
計
簿
で
す

町税
913,743（14.1％）

総 額
6,471,164
（100.0％）

依存財源  
4,696,941（72.6％）

自主財源  
1,774,223（27.4％）

その他
296,518
（4.6％）

財産収入    18,299（0.3％）
分担金・負担金 64,674（1.0％）
繰越金     120,399（1.9％）
繰入金       93,146（1.4％）

諸収入 340,977（5.3％）

使用料・手数料 222,985（3.4％）

地方交付税
1,663,069
（25.7％）

町債
616,400
（9.5％）国庫支出金

383,739
（5.9％）

都支出金
1,675,233
（25.9％）

その他 358,500（5.6％）

地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方譲与税
地方特例交付税
利子割交付税
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

106,153（1.6％）
 87,687（1.4％）
113,072（1.7％）
30,790（0.5％）
7,209（0.1％）
4,604（0.1％）
670（ － ％）

3,392（0.1％）
4,923（0.1％）

歳入総額 64億7千116万4千円

 平成１７年度の大島町における各会計決算は、「会計別決算額」にあるように
一般会計は歳入総額６４億７千１１６万４千円、歳出総額６４億３千２３０万６千円
となり、単年度収支では、３千８８５万８千円の黒字となりました。
 特別会計では歳入総額３２億６千８３０万３千円、歳出総額３４億８千５１８万８
千円で２億１千６８８万５千円の赤字となっています。これは、国民健康保険事
業が影響したものです。

度年
７１成

平

算決
告報
算決
告報

国民健康保険事業勘定

介護保険事業勘定

と 畜 場 事 業

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

砂 利 採 取 事 業

水 道 事 業

6,471,164

3,268,303

1,045,680

648,808

1,188

915,888

16,908

21,926

18,943

2,761

596,201

9,739,467

6,432,306

3,485,188

1,278,880

635,515

1,188

915,888

15,614

21,098

18,043

2,761

596,201

9,917,494

会 計 別 決 算 額 （単位：千円）

※国民健康保険事業勘定の赤字額については、翌年度の歳入を繰り上げて補填。

会  計  別

合     計

歳  入

平成17年度

歳  出

7,245,396

3,098,640

1,029,744

620,014

1,311

867,301

21,638

3,608

18,857

6,727

529,440

10,344,036

7,124,998

3,333,730

1,288,354

609,362

1,311

857,650

20,762

2,689

17,700

6,462

529,440

10,458,728

歳  入

平成16年度

歳  出

△774,232

169,663

15,936

28,794

△123

48,587

△4,730

18,318

86

△3,966

66,761

△604,569

△692,692

151,458

△9,474

26,153

△123

58,238

△5,148

18,409

343

△3,701

66,761

△541,234

歳  入

比   較

歳  出

一 般 会 計

特 別 会 計

特 

別 

会 

計
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人件費
1,406,865
（21.9％）

任意的経費  
3,982,759（61.9％）

義務的経費  
2,449,547（38.1％）

扶助費
297,371
（4.6％）

公債費
745,311
（11.6％）

普通建設事業費
1,517,171
（23.6％）

物件費
1,523,860
（23.7％）

●町民1人当たりの負担額●

（島外者から納められた税金も含めた町税収
 入額を町民1人当たりで計算しています。）

総額　102,151円　（単位＝円）

歳出総額　64億3千230万6千円

●町民1人当たりに使われた額●

【　　　　　　　　　】

歳出総額　 64億3千230万6千円
町民1人当たり　　　719,095円

数値は、平成18年3月末日現在の
人口に基づき算出したものです。

民生費

町民1人当たり131,972円

衛生費

町民1人当たり109,129円

農林水産
業費

町民1人当たり 43,772円

商工費

町民1人当たり 43,805円

土木費

町民1人当たり 83,328円

消防費

町民1人当たり 27,293円

教育費

町民1人当たり 99,994円

議会費

町民1人当たり 8,679円

公債費

町民1人当たり 83,322円

総務費

町民1人当たり 87,801円

一般会計の主な使いみち
（単位＝千円）

総務費
………785,378
民生費
……1,180,497
衛生費
………976,157
農林水産業費
………391,540
商工費
………391,833
土木費
………745,370
消防費
………244,139
教育費
………894,447
議会費
………  77,634

町税の収入状況 （単位＝千円）

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入湯税

　17年度合計

収入済額

361,012

448,108

26,337

73,644

120

4,522

913,743

徴収率（％）

93.7　

83.2　

93.0　

100.0　

33.9　

100.0　

88.6　

総　額
6,432,306千円
（100.0％）

積立金
維持補修費
出資金・貸付金

921
79,724
23,621

（－）
（1.2％）
（0.4％）

繰出金
322,409
（5.0％）

補助費等
515,053
（8.0％）

その他　104,266（1.6％）

（平成18年3月末人口　8,945人）

・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・特別土地保有税
・入湯税

40,359
50,096
2,944
8,233
13
506

11.6％1.2％13.9％3.8％

11.6％

6.1％

6.1％

15.2％

18.3％ 12.2％
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（単位：千人）

48.722

839.226

418.191

216.288

　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
回
、
大
島
の
観
光

再
興
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
観

光
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
前
田
で
す
。
観
光
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
や
映
画
の
ド
ラ
マ
づ
く
り
の
統
括
者
と

違
っ
て
、
私
は
裏
方
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地
域
の
振
興

に
お
い
て
は
、
〝
役
者
〞
で
あ
る
地
域
住

民
を
中
心
に
役
場
や
関
係
団
体
が
あ
り
、

私
は
そ
う
し
た
方
と
の
出
会
い
に
お
い
て
、

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
考
え
方
や
国
内

外
の
観
光
地
域
・
施
設
の
現
況
、
歴
史
的

な
経
緯
等
の
情
報
を
提
供
し
、
時
に
は
魅

力
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
、
役

場
を
中
心
と
し
た
計
画
づ
く
り
と
そ
の
実

現
を
後
押
し
す
る
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
立
場
で
こ
れ
ま
で
40
年
近
く

「
観
光
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
し
、
今
回
も
同
様
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
６
月
か
ら
現
地
に
入
り
始

め
、
い
ろ
い
ろ
現
地
を
見
た
り
、
現
地
の

方
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
関
連
資
料
の
分

析
を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
驚
い
た

の
が
来
島
者
数
の
推
移
で
す
（
図
表
１
‐

１
）
。
『
平
成
５
年
・
大
島
町
町
勢
要

覧
』
を
見
ま
す
と
、
来
島
者
数
が
最
初
に

現
れ
る
の
が
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
で
、

４
８
，
７
２
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
察

す
る
に
昭
和
３
年
に
東
京
‐
大
島
‐
下
田

の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
全
国
的
な

〝
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
〞
の
役
目
を
果

た
す
「
波
浮
の
港
」
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
あ
た
り
が
大
島
の
〝
観
光
元

年
〞
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
翌
年
に
昭
和

天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
川
端
康
成
が
『
伊

豆
の
踊
り
子
』
を
発
表
さ
れ
、
２
年
後
ら

く
だ
２
頭
、
ロ
バ
11
頭
が
三
原
山
砂
漠
に

導
入
さ
れ
、
初
期
の
大
島
観
光
の
道
筋
が

つ
け
ら
れ
、
そ
の
年
の
観
光
来
島
者
数
は

８
２
，
１
０
４
人
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

更
に
昭
和
８
年
に
は
映
画
「
伊
豆
の
踊
り

子
」
も
封
切
ら
れ
、
一
気
に
大
島
観
光
の

人
気
が
高
ま
り
、
そ
の
年
の
観
光
来
島
者

数
は
倍
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
に
は
棟

方
志
功
や
林
芙
美
子
、
与
謝
野
晶
子
等
の

文
人
墨
客
が
来
島
し
て
お
り
、
そ
の
体
験

を
い
ろ
い
ろ
作
品
と
し
て
発
表
し
、
大
き

な
宣
伝
効
果
を
発
揮
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
期

に
あ
っ
て
は
〝
離
島
ブ
ー
ム
〞
が
追
い
被

さ
り
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

に
は
８
３
９
，
２
２
６
人
を
数
え
て
い
ま

（図表１-１）大島の来島者数の推移

前　

田　
　

 

豪

す
。
大
島
の
場
合
、
こ
の
数
字
は
島
を
訪

れ
た
方
の
実
数
で
、
通
常
観
光
地
の
数
字

は
観
光
地
内
の
各
種
観
光
施
設
の
利
用
者

数
を
合
計
し
た
延
数
で
す
か
ら
、
大
島
の

場
合
も
三
原
山
に
行
っ
た
り
、
食
事
を
し

た
り
、
宿
泊
す
る
な
ど
仮
に
一
人
が
三
箇

所
に
い
っ
た
と
し
ま
す
と
、
延
人
数
は
約

２
５
０
万
人
に
な
り
ま
す
か
ら
す
ご
い
数

字
に
な
り
ま
す
。
大
島
に
は
そ
れ
だ
け
の

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
備
わ
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
約
50
年
か
け
て
開
花
し
て
い
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
48
年
以
降
は
減
少
に
転

じ
、
バ
ブ
ル
期
に
若
干
増
加
し
た
も
の
の

以
降
は
ま
た
減
少
に
転
じ
、
２
０
０
５
年

に
は
ピ
ー
ク
時
の
約
四
分
の
一
、

２
１
６
，
２
８
８
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
来
島
者
数
の
減
少
の
原
因
と
し

て
、
利
用
者
の
〝
目
の
肥
え
〞
が
進
ん
だ

結
果
、
「
単
に
観
る
旅
」
か
ら
「
短
く
と

も
暮
ら
す
よ
う
な
旅
」
に
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
が
最

高
の
観
光
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
。
大
島

の
場
合
、
最
初
は
御
神
火
の
三
原
山
を
初

め
と
し
て
、
か
わ
い
ら
し
い
ア
ン
コ
姿
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
生
活
に
密
着
し
た
椿
ト
ン

ネ
ル
等
が
大
き
な
観
光
対
象
に
な
っ
た
わ

け
で
す
が
、
徐
々
に
当
初
の
生
活
感
が
失

わ
れ
、
次
第
に
施
設
整
備
に
力
が
入
れ
ら

れ
て
き
た
も
の
の
長
続
き
せ
ず
、
釣
り
や

水
泳
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
を
除
い
て
、
旅

羨
ま
し
が
ら
れ
る
大
島
づ
く
り

東
京
都
に
よ
る
大
島
町
観
光
産
業
活
性
化
事
業

観
光
の
再
生
を
め
ざ
し
て

No.1
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行
に
出
か
け
る
基
本
的
動
機
の
一
つ
で
あ

る
〝
良
い
想
い
〞
が
出
来
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
理
由
で
全
国
各
地
の
観
光
地

は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
島
の
場
合
、
幸
い
に

し
て
バ
ブ
ル
期
の
大
波
が
あ
ま
り
及
ば
な

か
っ
た
こ
と
（
？
）
も
あ
っ
て
、
当
初
の

資
源
が
殆
ど
そ
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
９
３
３
年
に
大
島
を
訪
れ
た
作
家

林
芙
美
子
が
、
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
の
ベ

ス
ビ
オ
山
に
な
ぞ
ら
え
た
三
原
山
は
も
と

よ
り
、
島
を
取
り
巻
く
海
岸
線
は
一
部
を

除
い
て
き
わ
め
て
美
し
く
保
た
れ
て
お
り
、

砂
の
浜
等
の
〝
自
然
の
ま
ま
の
砂
浜
〞
も

首
都
圏
で
は
も
は
や
貴
重
な
存
在
で
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
話
す
と
一
様
に
「
す
ご
い

で
す
ね
」
と
吃
驚
し
ま
す
。
植
物
学
の
泰

斗
故
牧
野
富
太
郎
博
士
が
「
東
海
の
花
彩

島
」
と
絶
賛
し
た
椿
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

片
親
で
あ
る
大
島
桜
な
ど
の
固
有
種
、
準

固
有
種
の
花
々
が
健
在
な
の
も
驚
き
で
す
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
椿
も
「
大
島
は

椿
」
と
知
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
約

３
０
０
万
本
も
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
よ
そ
４
０
０
年
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ

が
国
か
ら
椿
が
伝
わ
り
、
冬
季
間
あ
ま
り

花
の
な
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
っ

赤
な
花
を
つ
け
る
椿
に
驚
嘆
し
、
そ
し
て

夢
中
に
な
り
後
年
有
名
な
歌
劇
「
椿
姫
」

を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

大
島
は
高
速
船
で
竹
芝
桟
橋
か
ら

１
０
５
分
の
距
離
で
す
か
ら
、
文
人
墨
客

を
は
じ
め
と
し
た
高
感
度
消
費
者
の
多
い
、

約
４
千
万
人
が
住
む
首
都
圏
が
誘
致
圏
で

す
。
こ
こ
に
は
外
国
人
も
多
く
住
ん
で
お

り
、
カ
ナ
ダ
大
使
も
お
忍
び
で
大
島
の
椿

農
園
を
訪
ね
て
い
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、

し
っ
か
り
保
た
れ
て
き
た
大
島
の
素
顔
の

魅
力
が
世
界
に
伝
わ
れ
ば
、
〝
４
０
０
年

前
の
再
現
〞
も
あ
な
が
ち
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぐ
ら
い
夢
の
あ
る
資
源
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
い
た
観
光
不
況

も
２
０
０
４
年
で
ど
う
や
ら
底
を
打
ち
、

戦
後
だ
け
で
も
三
度
目
の
上
昇
期
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
当
然
前
回
に
比
べ
、

地
域
全
体
の
上
質
さ
が
、
そ
し
て
ら
し

さ
・
本
物
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
徒
に

流
行
を
追
う
こ
と
な
く
、
芭
蕉
の
俳
諧
理

論「
不
易
流
行
」の
よ
う
に
、ま
ず
不
易 : 

将

来
の
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
を
島
民
が
力
を

合
わ
せ
て
築
き
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
世
界
の
人
か

ら
「
羨
ま
し
が
ら
れ
る
大
島
」
を
創
る
こ

と
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地
域
は
い

つ
の
時
代
も
、
ま
た
ど
こ
に
あ
っ
て
も
掛

け
た
時
間
だ
け
も
つ
も
の
で
あ
り
、
参
加

し
た
人
の
数
と
か
い
た
汗
だ
け
輝
く
も
の
、

と
い
う
の
が
40
年
の
経
験
で
学
ん
だ
原
則

で
す
。
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
持
つ
大
島
の
、

世
界
に
羽
ば
た
く
観
光
再
興
を
、し
っ
か
り

後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

月別目標 平成18年 目標対比 参考17年 前年比

※年間目標数は近年のピーク時（平成11年）を参考にしています。

25,000

50,000

50,000

25,000

27,000

20,000

27,000

45,000

18,000

20,000

24,000

19,000

13,876

24,450

35,294

14,980

18,432

13,229

19,140

31,091

15,390

16,410

16,794

15,399

55.5%

48.9%

70.6%

59.9%

68.3%

66.1%

70.9%

69.1%

85.5%

82.1%

70.0%

81.0%

16,330

27,637

33,135

15,373

19,382

14,001

20,184

31,668

16,399

17,151

16,167

15,822

85.0%

88.5%

106.5%

97.4%

95.1%

98.8%

94.8%

98.2%

93.8%

95.7%

103.9%

97.3%

観光課からのお知らせ観光課からのお知らせ
月 別 来 島 者 調 べ

年間目標数  350,000人 （単位：人）

　

昨
年
、
大
島
町
町
制
施
行
50
周
年
を
記

念
し
、
2
月
9
日
を
「
大
島
町
民
の
日
」

と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
は
、
旧
六
ヶ
村
が
町
制
施
行

と
な
る
合
併
協
議
書
に
調
印
を
し
た
日
で

す
。
町
民
の
日
と
な
る
２
月
９
日
は
毎
年
、

観
光
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
設
の
利
用
方
法
及
び
開
放
時

間
等
に
つ
い
て
は
現
場
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
開
放
施
設

　

愛
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
御
神
火
温
泉

　

伊
豆
大
島
火
山
博
物
館

　

ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
・
元
町
浜
の
湯

　

野
増
ふ
れ
あ
い
の
湯  

府
中
館

　

大
島
町
郷
土
資
料
館

◎
問
い
合
わ
せ

　
　

観
光
課　

施
設
係

　

    　
　
　
　
　

  

☎
（
２
）
１
４
４
６

祝  

第
１
回
大
島
町
民
の
日（
２
月
９
日
）
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【1月の予診票送付者】 ・
予
診
票
は
一
括
し
て
け
ん
こ
う
セ
ン
タ

ー
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

ょ
う
。

○
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た
ら
、

人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

○
外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
罹
患

し
た
場
合
の
重
症
化
に
有
効
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

　
　
　
　

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
】

○
自
分
の
か
ら
だ
を
守
り
、
他
の
人
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
治
療
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

○
安
静
に
し
て
、
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
お

茶
や
ス
ー
プ
な
ど
飲
み
た
い
も
の
で
結

構
で
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら
、

　
　

ど
の
く
ら
い
の
期
間
外
出
を

　
　
　
　
　

控
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
】

○
一
般
的
に
、
発
症
し
て
か
ら
３
〜
７
日

間
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
保
健
法
で
は
、
「
解

熱
し
た
後
２
日
を
経
過
す
る
ま
で
」
を

出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
８
１
４
１

　 接種種類

ＢＣＧ 
三種混合
麻しん・風しん
二種混合
日本脳炎Ⅰ期
日本脳炎Ⅱ期

　　　 対象生年月日

H.18.9.5～H.18.10.12生まれ
H.18.9.5～H.18.10.12生まれ
H.18.1.1～H.18.1.31生まれ
H.  8.1.1～H.  8.1.31生まれ
予診票の送付を中止しています
予診票の送付を中止しています

予防接種の改正があり日本脳炎第3期（14歳
以上16歳未満の者）は廃止となりました。
（平成17年7月29日付） 

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め

　
　

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
】

○
帰
宅
時
の
手
洗
い
、
う
が
い

咽
頭
粘
膜
や
手
指
な
ど
身
体
に
付
着
し

た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
に
有
効

な
方
法
で
す
。

○
適
度
な
湿
度
の
保
持

乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど

を
使
っ
て
、
十
分
な
湿
度
（
50
〜
60

％
）
を
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

○
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
十
分
な

休
養
と
栄
養
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し

　

平
成
18
年
度
の
住
民
健
診
を
「
大
島
医

療
セ
ン
タ
ー
」
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
場
合
、
何
よ
り

も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
と
い
う

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
直
る
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
年
に
一
回
は
定
期

健
診
を
受
け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
対
象
者
﹈大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

﹇
期　

間
﹈平
成
18
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
３
月
ま
で

﹇
料　

金
﹈各
健（
検
）診
一
回
の
み
無
料

﹇
実
施
項
目
﹈基
本
健
康
診
査

（
生
活
習
慣
病
・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
）、

胃
が
ん
検
診（
内
視
鏡
・
Ⅹ
線
）、
大
腸
が

ん
検
診
、超
音
波
検
診
、肺
が
ん
検
診
、子

宮
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
女

性
の
み
）

﹇
実
施
日
﹈火
曜
日（
４
回
）・
水
曜
日（
４
回
）

　
　
　
　

日
曜
日（
１
回
）

◎
日
曜
日
の
子
宮
が
ん
検
診
は
実
施
致
し

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

﹇
予
約
方
法
﹈

　

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
電
話
予
約

※
本
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の
基
本
健
康
診

査
を
ご
希
望
の
方
は
、
桃
色
の
紙
の
質

問
票
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
が
加
わ
り

ま
し
た
。
各
問
診
票
と
合
わ
せ
て
事
前

に
ご
記
入
の
上
、
健
診
当
日
に
お
持
ち

下
さ
い
。

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
（
２
）
２
３
４
６

住
民
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

○
空
撮  

伊
豆
七
島  

釣
り
場
ガ
イ
ド
①

﹇
企
画
編
集
﹈磯
釣
り
研
究
会

﹇
発
行
﹈コ
ス
ミ
ッ
ク
出
版

大
島
・
利
島
・
鵜
渡
根
群

礁
・
新
島
・
地
内
島
・
式
根
島
の
魅
力

の
釣
り
場
１
３
６
ポ
イ
ン
ト
完
全
紹
介
。

○
平
成
19
年
申
告
用  

あ
な
た
の
確
定
申
告

﹇
発
行
﹈日
本
実
業
出
版
社

去
年
と
は
コ
コ
が
違
う
！

今
年
の
変
更
＆
来
年
の

変
更
を
ポ
イ
ン
ト
解
説
。

○
世
界
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
す
30
の
方
法

﹇
編
﹈田
中　

優
・

　
　

樫
田　

秀
樹

　
　

マ
エ
キ
タ
ミ
ヤ
コ

﹇
発
行
﹈合
同
出
版

貧
し
さ
の
原
因
は
な
ん
だ
ろ
う
？
私
た

ち
が
今
、
な
す
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ

う
？
「
ほ
っ
と
け
な
い
貧
し
さ
」
を
も
っ

と
知
ろ
う
。も
っ
と
考
え
て
み
よ
う
。

○
ま
た
杏
色
の
靴
を
は
こ
う

﹇
著
者
﹈城　

夏
子

﹇
編
﹈早
川　

茉
莉　

﹇
発
行
﹈河
出
書
房
新
社

い
つ
も「
17
歳
」の
心
で
、

人
生
を
愉
し
ん
だ
名
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
城

夏
子
の
作
品
集
。今
の
自
分
が
一
番
好

き
！
と
い
う
言
葉
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
月
刊　

か
が
く
の
と
も
２　

な
み

○
月
刊　

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ　

　
　
　
　

あ
み
だ
さ
ま
大
修
理
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行
政
の
う
ご
き

12
月
10
日
〜
1
月
9
日

Ｑ 裁判は時間がかかるのではないですか？
Ａ　裁判員の負担が重くならないよう、
裁判の時間を短くするための法律改正
を行いました。実際の審理日数は、そ
れぞれの事件の内容により異なります
ので、一概には言えませんが、多くは
数日間で終わるのではないかと見込ま
れています。

　　国民のみなさんの負担をできるだけ
軽くするような運用に努めていきたい
と思います。

※詳しくは、裁判員制度ホームページを
ご覧ください。
http://www.saibanin.courts.go.jp/

［問い合わせ］東京地方裁判所総務課広報係
　　　　　 ☎０３（３５８１）２２９５

国民のみなさんが
刑事裁判に

参加する制度です！

　

社
会
福
祉
法
人
椿
の
里　

高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の

た
め
に
ご
自
宅
に
伺
い
、
お
部
屋
で
組
み
立

て
式
の
浴
槽
を
使
い
入
浴
し
て
い
た
だ
く
、

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
及
び
家
事
援
助
･
身
体

介
護
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
下
記
の
相
談
窓

口
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

対
象
者

（
訪
問
入
浴
）

　

大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
身
体
障
害

者
等
で
あ
っ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
入
浴

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
。

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

大
島
町
に
住
所
登
録
の
あ
る
身
体
障
害

者
･
知
的
障
害
者
･
精
神
障
害
者
・
障
害

児
の
方
。

＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
下
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎（
２
）４
８
５
４  （
担
当
）  

阿
南
晃
伸

　

こ
の
た
び
大
島
町
に
お
い
て
、
認
知
症
高

齢
者
の
方
を
介
護
す
る
家
族
の
方
が
お
互
い

を
支
え
合
う
家
族
の
会
（
名
称　

コ
ス
モ
ス

の
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
日
々
の
介
護
の

悩
み
を
お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で
解
消
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
良
い
介
護
環
境
を
作
る
の

が
目
的
で
す
。
毎
月
第
４
土
曜
日
に
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
お
借
り
し
て
定
例
会

を
開
い
て
い
ま
す
の
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
事
務
局
）大
島
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
）
４
８
５
４

　
　
　

担
当　

阿
南
晃
伸
・
斉
藤
由
紀
子

﹇
火
山
活
動
評
価
﹈

　

長
期
的
な
マ
グ
マ
の
注
入
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が
継
続
し
て
い

ま
す
が
、
火
山
活
動
に
は
特
段
の
変
化
は
な

く
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
火
山
活
動
度
レ

ベ
ル
は
「
１
（
静
穏
な
火
山
活
動
）
」
で
す
。

﹇
噴
気
な
ど
表
面
現
象
の
状
況
﹈

　

19
日
に
行
っ
た
三
原
山
の
現
地
調
査
で
は
、

山
頂
火
口
内
と
そ
の
周
辺
の
噴
気
活
動
は
ご

く
弱
い
状
態
で
し
た
。
大
島
北
西
外
輪
に
設

置
し
た
遠
望
カ
メ
ラ
で
は
、
従
来
か
ら
見
ら

れ
て
い
た
剣
が
峰
付
近
の
噴
気
が
し
ば
し
ば

観
測
さ
れ
た
ほ
か
、
三
原
山
山
頂
火
口
と
三

原
新
山
付
近
の
噴
気
も
と
き
ど
き
観
測
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
噴
気
は
、
い
ず
れ
も
ご

く
弱
く
、
気
象
条
件
の
影
響
に
よ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を
示
す
も

伊
豆
大
島
の
火
山
活
動
の
解
説
（
平
成
18
年
12
月
）

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

﹇
火
口
内
の
状
況
﹈

　

19
日
に
実
施
し
た
地
表
面
温
度
観
測
で
は
、

三
原
山
山
頂
火
口
内
の
最
高
温
度
は
約
34
度

で
、
熱
活
動
の
状
況
に
特
段
の
変
化
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
地
震
や
微
動
の
発
生
状
況
﹈

　

火
山
性
地
震
の
発
生
回
数
は
少
な
く
、

静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
火
山
性
微
動
は

観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
地
殻
変
動
﹈

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
光
波
距
離
計
に
よ
る
観
測
で

は
、
長
期
的
な
マ
グ
マ
の
注
入
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
島
全
体
の
膨
張
を
示
す
伸
び

の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
大
島
測
候
所
☎
（
２
）
１
４
９
０
）

あ
な
み

﹇
町
長
室
﹈▼
12
月
15
日
大
島
町
消
防
団

夜
警
巡
察
▼
１
月
４
日
仕
事
始
め
▼
１

月
６
日
大
島
町
成
人
式
▼
１
月
７
日
大

島
町
消
防
出
初
式
▼
１
月
８
日
大
島
警

察
署
武
道
始

﹇
来
庁
者
﹈

﹇
町
長
室
﹈▼
12
月
27
日
東
京
都
水
産
課

▼
１
月
４
日
社
会
福
祉
協
議
会
・
老
人

ホ
ー
ム
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
他

▼
１
月
９
日
伊
豆
大
島
漁
業
協
同
組
合



　

１
月
７
日
大
島
町
消
防
出
初
式
の
式
典
が
、

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
、
各
地
区
分
団
員
3
3
9
名

が
参
加
し
、
号
令
に
よ
る
消
防
団
員
の
一
糸

乱
れ
ぬ
整
列
と
真
剣
な
表
情
で
、
会
場
内
は

身
が
引
き
締
ま
る
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
来
賓
等
の
挨
拶
の
ほ
か
、

5
年
間
成
績
優
秀
な
団
員
23
名
に
精
勤
賞
、

長
年
勤
続
し
退
団
し
た
18
名
に
感
謝
状
、
新

団
員
6
名
に
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
住
民
を
取
り
巻
く
環
境
が

以
前
と
大
き
く
変
化
す
る
中
、
大
島
町
消
防

団
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
め
ざ
し
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
20
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
11

月
26
日
（
日
）
大
島
高
校
で
開
催
さ
れ
、
元

町
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
第
6
回
カ
メ
リ
ア
カ
ッ
プ
６
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
12
月
３
日
（
日
）
に

男
子
、
10
日
（
日
）
に
女
子
が
大
島
南
・
海

洋
国
際
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
は

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｃ
が
優
勝
、

女
子
は
新
島
と
ミ
ラ
ク
ル
（
式
根
島
）
が
優

勝
戦
で
争
い
新
島
が
優
勝
し
ま
し
た
。
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1
月
6
日
（
土
）
一
足
早
く
大
島
町
成
人

式
が
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
成
人
式
に
は
、
大
島
町
出
身
対
象
者

97
名
の
内
、
男
女
合
わ
せ
て
78
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
受
付
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
同
級
生
と
会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
と
て
も

賑
や
か
で
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
多
く
の
来
賓
者
を
迎
え
終

始
お
だ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
で
町

長
は「
皆
さ
ん
は
満
二
十
歳
を
迎
え
、
法
律
上

一
人
の
独
立
し
た
社
会
人
と
し
て
、
選
挙
権

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
同
時
に
社
会
に
対
し
て
も
大
き
な

義
務
と
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
人
生
の
荒
波
に
も
挑
ん

で
い
な
か
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。大
事
な
こ

と
は
困
難
の
と
き
こ
そ
忍
耐
強
く
ふ
ん
ば
り

な
が
ら
明
る
く
朗
ら
か
に
進
ん
で
い
け
る
人

間
力
、
総
合
力
を
培
い
、
く
じ
け
な
い
自
分
、

強
い
ひ
と
り
一
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
（
要

旨
）」と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
の
集
い
は
、
立
食
形
式
で
行
わ
れ
、

各
地
区
に
分
か
れ
た
自
己
紹
介
で
は
、
す
で

に
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
、
在
学

中
で
勉
学
に
励
む
人
、
4
月
か
ら
晴
れ
て
社

会
人
に
な
る
人
等
、
現
在
の
状
況
を
笑
顔
で

元
気
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
島
町
青
少
年
委
員
に
よ

る
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
終
了
し
ま
し
た
。

▲大島町教育委員会委員長　
　宇山正泰さんの乾杯で、一斉
　にグラスを手にする新成人

成
人
者
を
代
表
し
て
、
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
る
河
野
友
哉
さ
ん

〜
大
島
町
消
防
出
初
式
〜

〜
大
島
町
消
防
出
初
式
〜

〜
大
島
町
消
防
出
初
式
〜

〜
大
島
町
消
防
出
初
式
〜

▲

▲

宣誓する北の山
分団新団員
山田和樹さん

元
町
チ
ー
ム

Ｄ
．
Ｄ
．
Ｃ
チ
ー
ム

新
島
チ
ー
ム

初
参
加 

式
根
島
チ
ー
ム
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白
幡　

礼
人
く
ん　
　
　

礼
彦
・
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
／
26
（
差
木
地
）

平
野　

志
緒
ち
ゃ
ん　
　

暁
・
理
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
／
29
（
岡　

田
）

吉
澤　

愛
乃
果
ち
ゃ
ん　

貴
之
・
真
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
9
（
元　

町
）

永
塚　

み
み
ち
ゃ
ん　
　

裕
也
・
摩
衣
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
15
（
元　

町
）

野
村　

仁
美
ち
ゃ
ん　
　

勇
仁
・
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
19
（
元　

町
）

五
月
女　

亮
太
く
ん　
　

正
之
・
朝
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
24
（
北
の
山
）

前
沢　

優
波
く
ん　
　
　

正
昭
・
美
佐
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
27
（
波
浮
港
）

12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に

　

届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　

父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
／
日　

住　

所

あ
や
と

ゆ
う
は

の
の
か

ひ
と
み

り
ょ
う
た

し　

お

﹇
日
時
﹈
平
成
19
年
3
月
16
日

　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら

﹇
場
所
﹈
都
庁
会
議
室

　

事
前
抽
選
で
、
15
人
ま
で
傍
聴
可
。申
込

19
年
2
月
28
日（
消
印
有
効
）。住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
載
し
た
往
復
ハ
ガ
キ（
一
人

一
通
の
み
有
効
）で
、〒
１
６
３
‐
８
０
０
１ 

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
へ
。審
議

案
件
の
照
会
は
、都
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
etro.tokyo.jp

）

又
は
都
庁
都
市
計
画
課

（
☎
０
３
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
）
へ
。

月
に
入
り
、
ツ
バ
キ
の
太
郎
冠
者（
た

ろ
う
か
じ
ゃ
）
が
一
番
に
咲
き
始
め

ま
し
た
。太
郎
冠
者
は
、
狂
言
の
舞
台
で
開

口
一
番
に
口
上
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
季
節

の
最
初
に
咲
く
本
種
を
か
け
た
も
の
と
言

わ
れ
て
お
り
、
江
戸
中
期
『
本
草
花
蒔
絵
』

（
1
7
3
9
年
）に「
色
う
す
紫
、
早
咲
き
に

て
正
月
中
旬
頃
よ
り
開
く
ゆ
え
、椿
の
呼
び

出
し
な
り
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぁ　

ツ
バ
キ
の
季
節
で
す
。大
島
公

園
の
椿
園
は
椿
の
園
芸
品
種　

約

4
5
0
種
3
，
7
0
0
本　

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

（
自
生
種
）約
5
，0
0
0
本
を
有
す
る
日
本

で
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。椿
園
の
面
積
は

7
h
a
で
す
が
亜
熱
帯
植
物
や
自
生
植
物

を
多
数
収
集
し
椿
園
を
含
め
約
22
h
a
の

植
物
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。ゆ
っ

く
り
と
椿
園
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

園
で
は
、
椿
の
鉢
植
え
を
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
に
て
育
成
し
、
花
が
咲
き
始
め

た
順
に
西
洋
風
の
温
室
に
運
び
展
示
し
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
、
い
つ
来
て
も
生
花
が

見
ら
れ
ま
す
。大
島
公
園
で
は
、
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
温
室
展
示
を

た
え
ず
新
し
い
花
に
し
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

た
、
椿
資
料
館
で
は「
椿
専
門
の
資
料

館
」
と
し
て
展
示
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に

よ
る
椿
の
解
説
と
「
海
の
ふ
る
さ
と
村
」
の

案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。島
の
方
々
に
宿

泊
施
設
と
し
て
親
し
ま
れ
た
黒
潮
小
屋
を
改
修

し
て
1
9
8
9
年
1
月
よ
り
開
館
し
た
も
の
で

す
。今
年
咲
い
た
椿
の
花
を
、
見
ら
れ
な
か
っ
た

方
の
た
め
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
展
示

（
90
種
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

椿
ま
つ
り
実
施
中（
大
島
観
光
協
会
）

　

平
成
19
年
1
月
27
日
㈯
〜
3
月
26
日
㈪

仮
設
売
店（
8
店
舗
）有　

各
種
土
産
・
椿
油
・
さ
ざ
え
・
大
判
焼
き

く
さ
や
・
椿
の
花
焼
き　

等
販
売

大
島
公
園
よ
り
、お
正
月
の
お
礼
▽

○
ふ
れ
あ
い
広
場
の
実
施
（
モ
ル
モ
ッ
ト
・

ウ
サ
ギ
・
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
等
）
11
時
頃
〜

14
時
30
分

○
お
や
つ
タ
イ
ム　

お
客
様
に
よ
る
動
物
へ

の
え
さ
や
り
（
大
島
公
園
で
エ
サ
は
無
料

支
給
）13
時
か
ら
14
時
30
分

○
お
正
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

お
正
月
三
日
間
（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

実
施
特
別
ア
ン
ケ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
設
置

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
元
旦
か
ら
3
日
ま

で
の
公
園
来
園
者
数　

2
，0
2
6
人
）

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
数　

1
3
9
人　

回
答
率　

6
・
9
％　

ご
意
見　

1
0
8
人　
　

回
答

　

貴
重
な
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
後
の
大
島
公
園
動
物
園
に
反
映
で
き

ま
す
よ
う
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
修
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一さ当ま

２月に見られるツバキ

【来歴】1950年代に鳩ヶ谷赤山で
　　　　できた自然実生。

一番に咲き始めた

貴宝殿（きほうでん）《温室》 　太郎冠者（タロウカジャ）

●
第
176
回
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

大
島
公
園
だ
よ
り
№
１０１

　

大
島
支
庁　

大
島
公
園
事
務
所
で
は
、

今
年
度
サ
ク
ラ
株
周
辺
の
観
覧
歩
道
の
設

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
の
中
で
サ
ク
ラ
株
の
来
歴
を
示
す

案
内
板
を
設
け
る
予
定
で
す
。
こ
の
案
内

板
に
、
昔
の
サ
ク
ラ
株
の
写
真
を
掲
示
し

た
い
の
で
す
。
大
正
、
明
治
の
古
い
サ
ク

ラ
株
の
写
真
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
？
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

連
絡
先 : 

大
島
公
園
事
務
所

　
　
　

☎
（
２
）
９
１
１
１
担
当　

清
水
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12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

櫛
田　

實
さ
ま　

（
82
・
間　

伏
）
12
／
3

脇
本　

と
み
さ
ま
（
98
・
ホ
ー
ム
）
12
／
16

氏
田　

喜
臣
さ
ま
（
54
・
岡　

田
）
12
／
16

堀
口　

竹
子
さ
ま
（
92
・
元　

町
）
12
／
19

飛
鳥　

守
正
さ
ま
（
64
・
北
の
山
）
12
／
22

市
村　

清
江
さ
ま
（
74
・
波
浮
港
）
12
／
22

橘
田　

一
郎
さ
ま
（
81
・
岡　

田
）
12
／
24

森
田
巳
知
代
さ
ま
（
77
・
ク
ダ
ッ
チ
）
12
／
29

航
空
便
発
着
時
刻
表

2
月
1
日
〜
2
月
28
日

東 京　　大 島　　東 京便名 機　種

841

842
DHC－8

　8：20発

9：55着

8：55着

9：25発

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850

844
B737－500

11：55発

13：35着

12：35着

13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843

849
B737－500

13：25発

15：05着

14：00着

14：30発

●
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ　

　
　

☎
0
1
2
0（
0
2
9
）2
2
2

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ　

　
　

☎（
2
）2
3
3
7

﹇
内 

容
﹈
つ
る
か
ご
づ
く
り

﹇
日 

時
﹈
2
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

﹇
場 

所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費 

用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主 

催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

行

政

相

談

　

※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
受
付

　
　

け
て
い
ま
す
。
（
毎
月
第
4
水
曜
日
）

　

﹇
日　

時
﹈

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　

﹇
場　

所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

﹇
相
談
員
﹈
椎
名　

孝
［日　時］2月18日（日）小雨決行
［集合場所］御神火温泉
［順　路］御神火温泉→野田浜→農免道路
　　　　　→御神火温泉
［時　間］9：15～15：00頃まで　
［持　参］雨具・防寒具・昼飯・飲み物
　　　　 ・手袋等
［条　件］すべて自己責任、交通規則遵守

問い合わせは、相談、要望等は下記へ
ご連絡ください。

《OWC伊豆大島ウォーキングクラブ》

（この先の予定）　

　3月18日（日）三太沢ウォーク

丸尾　時彦　☎（４）０４９８
髙橋　敏生　☎（４）１２７１
山嵜日出男　☎（２）８２６３
田村　孝治　☎（４）１２３４
井上　智雄　☎（４）１９２１
清水　和子　☎（２）３０２９

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 152月
空室状況

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【
注
文
受
付
】

　

2
月
19
日
（
月
）
〜
2
月
23
日
（
金
）

【
申
込
先
】
町
役
場  

産
業
課  

農
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
１
４
４
５

【
取　

扱
】
大
島
支
庁  
産
業
課  

林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
４
４
３
１

【
配
布
日
時
】
3
月
9
日
（
金
）

【
配
布
場
所
】
大
島
支
庁
玄
関
前

【
注
意
事
項
】

・
注
文
の
際
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
、
本
数
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
25
本

単
位
で
注
文
し
て
下
さ
い
。

・
苗
が
不
足
し
た
時
は
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
配
布
時
に
必
ず
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

・
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
配
布

場
所
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

─
大
─
島
─
支
─
庁
─
か
─
ら
─
の
─
お
─
知
─
ら
─
せ
─

松
の
苗
木
無
料
配
布
に
つ
い
て

松
の
苗
木
無
料
配
布
に
つ
い
て

松
の
苗
木
無
料
配
布
に
つ
い
て

　

当
実
行
委
員
会
で
は
、
茅
葺
き
施

設
補
修
の
た
め
、
枯
れ
た
「
カ
ヤ
」

を
集
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
大
島
町
休
養
村
古
民
家

横
の
馬
小
屋
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
島
文
化
財
復
興
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
委
員
長　

清
水
長
治
）




